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Ａ
Ｉ
多
様
化
時
代

研
究
支
援
Ａ
Ｉ
カ
オ
ス
マ
ッ
プ
と
そ
の
活
用
法
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生
活
習
慣
の
改
善
や

健
や
か
な
発
達
促
進

理研が「子ども睡眠健診」プロジェクト　学校と自治体の参加募集

腕時計型デバイス利用し実態把握

東海大学ソーラーカーチーム士気高揚


月
に
レ
ー
ス
参
戦
　

優
勝
目
指
す
　
豪
で
開
催

新
型
車
両
公
開

刻まれる好成績の歴史

３
輪
型
で
最
高
速

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学
術
系
Ａ
Ｉ
・

　
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
カ
オ
ス
マ
ッ
プ

　
研
究
支
援
系
の
Ａ
Ｉ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ツ
ー
ル
が
急
速
に
進
化
し
て
お
り
、
翻

訳
や
文
書
作
成
を
超
え
て
、
多
岐
に
わ
た

る
研
究
活
動
に
Ａ
Ｉ
の
波
が
及
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
全
体
像
を
把
握
す
る

目
的
で
、
私
た
ち
カ
ク
タ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
８
月
に
「
学
術
系
Ａ
Ｉ

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
カ
オ
ス
マ
ッ
プ
」
を
公

開
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
文
献

検
索
か
ら
研
究
情
報
発
信
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
ま
で

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
網
羅
し
、
研
究

活
動
の
各
領
域
で
利
用
可
能
な
最
新
の
ツ

ー
ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
代
は「
Ａ
Ｉ
戦
国
時
代
」で
は
な
く

「
Ａ
Ｉ
多
様
化
時
代
」

　
「
Ａ
Ｉ
戦
国
時
代
」
と
も
称
さ
れ
る

現
代
で
す
が
、
「
Ａ
Ｉ
多
様
化
時
代
」
の

ほ
う
が
実
際
の
感
覚
と
近
い
と
思
い
ま

す
。
Ａ
Ｉ
は
単
な
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク

の
自
動
化
で
は
な
く
、
学
習
に
基
づ
い
た

問
題
解
決
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
デ
ー
タ
、
学
習
方
法
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
方
法
の
設
計

・
開
発
に
は
、
開
発
者
の
問
題
意
識
と
考

え
方
が
強
く
反
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
一
見
同
じ
用
途
の
ツ
ー
ル
に

見
え
て
、
解
決
で
き
る
問
題
自
体
が
異
な

る
複
数
の
ツ
ー
ル
が
併
存
し
て
い
ま
す
。

似
た
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
で
も

　
　
解
決
で
き
る
問
題
は
異
な
る

　
論
文
検
索
ツ
ー
ル
を
例
に
と
り
ま
し

ょ
う
。
カ
ク
タ
ス
は
Ａ
Ｉ
文
献
検
索
ア
プ

リ
「
Ｒ
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
研
究
者
一
人
一
人
の
興

味
・
関
心
・
好
み
の
学
習
に
基
づ
い
て
最

新
の
論
文
が
自
動
で
推
薦
さ
れ
、
抄
録
を

日
本
語
に
翻
訳
し
て
読
ん
だ
り
、
音
声
に

変
換
し
て
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「
忙
し
い
人
が
自
分
に
と
っ
て
重
要

な
最
新
論
文
を
素
早
く
発
見
し
、
も
っ
と

時
短
で
た
く
さ
ん
読
め
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
モ
バ
イ
ル
で
使

え
て
、
レ
コ
メ
ン
ド
機
能
、
翻
訳
、
音
声

変
換
を
搭
載
し
た
、
拡
散
型
の
論
文
検
索

ツ
ー
ル
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。一
方
で
、

文
献
検
索
ツ
ー
ル
の
中
に
は
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
ｓ
（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）
」
の
よ

う
な
、
「
研
究
課
題
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
で
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ま
と

め
て
知
り
た
い
」
と
い
う
目
的
に
合
わ
せ

た
収
束
型
の
ツ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
似
た

ツ
ー
ル
に
も
異
な
る
特
色
や
使
い
方
が
あ

る
の
で
、
自
分
の
目
的
に
合
っ
た
も
の
を

選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
分
に
合
っ
た

　
　
　
Ａ
Ｉ
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

　
新
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
次
々
に
登
場

す
る
今
、
自
分
に
合
っ
た
ツ
ー
ル
と
使
い

方
を
見
つ
け
る
の
は
至
難
の
業
で
す
。
Ａ

Ｉ
の
波
に
つ
い
て
は
行
き
た
い
が
、
使
い

こ
な
す
の
に
無
駄
な
時
間
を
費
や
し
て
し

ま
う
、と
い
っ
た
悩
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

ま
ず
「
万
能
な
Ａ
Ｉ
は
存
在
し
な
い
」
と

心
得
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
高
機
能
な

ツ
ー
ル
も
、
解
決
で
き
る
問
題
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
Ａ
Ｉ
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
完
璧
な
も
の
は
存
在

し
な
い
と
認
識
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
す
で
に
う
ま
く
で
き
て
い
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
業
を
わ
ざ
わ
ざ
Ａ
Ｉ
に
変
更
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
研
究
論
文
な
ど
の
機
密
情
報
を

扱
う
場
合
は
、
利
用
す
る
Ａ
Ｉ
の
性
質
を

理
解
し
、
ど
の
情
報
ま
で
を
ど
の
Ａ
Ｉ
に

預
け
ら
れ
る
か
、
情
報
の
安
全
性
に
も
注

意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
上
で
、

新
し
い
ツ
ー
ル
は
楽
し
み
な
が
ら
試
し
て

み
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

（
連
載
終
わ
り
）

研究支援ＡＩ・
テクノロジーカ
オスマップ

学術論文検索アプリ
「R Discovery」

https://sci-news.co.jp/subscribe/

　理研生命機能科学研究センターの
上田泰己チームリーダー（東京大学
大学院医学系研究科教授）らは、全
国の学校の子ども（小中高生）を対
象に、ウェアラブルデバイスを用い
た睡眠測定を実施し、日本の子ども
の睡眠実態の把握と、子ども・保護
者に対して睡眠衛生に関する理解増
進を推進する「子ども睡眠健診」プ
ロジェクトを推進している。今回、
９月３日の「睡眠の日」に合わせて、

プロジェクトへの参加校の第二次募
集を開始した。
　「子ども睡眠健診」プロジェクト
では、腕時計型のウェアラブルデバ
イスを用いて子どもたちの睡眠の量
・質・リズムを簡便かつ定量的に測
定し、現代の子どもの睡眠の実態把
握を進めるとともに、子どもや保護

者に対する睡眠に関する知識の提供
と、学校現場への技術的・教育的支
援を提供することで、子どもの生活
習慣の改善や健やかな発育・発達に
つなげることを目指している。デー
タの解析には、独自に開発した世界
最高精度のアルゴリズムACCELを
使用する。

　年９月にプロジェクトを開始
してから、これまでに延べ校（約
人）が参加。これまでの測定結
果から、学校や地域などのさまざま
な要因により、睡眠パターンに特色
がある可能性が見えてきた。そこで、
日本全国からさらに多くの学校（小
中高）の参加を募り、睡眠測定を実
施し、子どもや保護者の睡眠衛生に
関する理解増進の推進と、良質な睡
眠をとるための行動変容のきっかけ

とするために、プロジェクトへの参
加校の第二次募集（年度前期募
集）を行う。
　日本全国の学校（小中高）と自治
体が対象で、参加者数が人以上
を見込めることが条件。過去に参加
したことがある学校からの申し込み

も受け付ける。睡眠調査は、年４
月～年３月。参加校の費用負担は
ない。応募締め切りは月４日。
　「子ども睡眠健診」プロジェクト
のウェブサイト（https://sys-pharm.m.
u-tokyo.ac.jp/childsleep/）から参加登
録できる。

　
東
海
大
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
（
東

海
大
学
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
）
は
、
今
年

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
世
界

最
大
級
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
「
２
０
２
３
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
２
０
２
３
）
」
へ
の
参
戦
に
あ
た
り
、
参
戦
体
制
を
８
月

日
、

発
表
し
た
。
発
表
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
同
大
会
に
向
け
て
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク（
東
京
都
小
平
市
）で
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト「Bridgestone Solar Car Summit 2023

」

内
で
行
わ
れ
、
新
車
両
を
公
開
す
る
と
と
も
に
同
施
設
内
で
テ
ス
ト
走
行
を
行
っ
た
。

　これまで東海大学ソーラーカーチーム
はＢＷＳＣで年と年に優勝、年２
位、年３位、年４位、年２位の成
績を残している。また同大会の合間に南
アフリカで開催されるサソールソーラー
チャレンジにも参加し、総合優勝３回、
準優勝２回の成績も残している。
　ブリヂストンはＢＷＳＣを極限への挑
戦を通じて未来のモビリティ人材を育
て、次世代の革新技術を生み出すオープ
ンプラットフォームと位置づけ、年か
らタイトルスポンサーを務めている。環
境性能と運動性能を高次元で両立する技
術開発を進めることで、持続可能なモビ
リティ社会の実現への貢献を目的にして
いる。今大会では同社のソーラーカー用
にカスタマイズした「ＥＮＬＴＥＮ」技
術搭載タイヤ等を過去最多のチームに
供給する。


東
海
大
学
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
。
Ｂ
Ｗ

Ｓ
Ｃ
に
参
戦
す
る
新
型
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
と

と
も
に
　

テ
ス
ト
走
行
の
様
子

　
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
タ
イ
ト
ル

ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
る
学
生
と
企
業
の
産
学
共
創
に
よ

る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
ア
デ
レ
ー
ド
ま
で

の
３
千
㌔
㍍
を
約
５
日
間
か
け
て
走
破
を
目

指
す
。
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
今
年
は


月

～

日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

前
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
中
止
さ
れ
今

大
会
は
４
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
る
。

　
今
大
会
に
は

以
上
の
国
と
地
域
か
ら
合

計

チ
ー
ム
が
参
加
。
日
本
か
ら
は
東
海
大

学
の
ほ
か
工
学
院
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
呉

港
高
校
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
区
分
と
し
て
タ
イ
ム
を
競
う
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
や
実
用
性
を
評
価
す
る
「
ク
ル
ー
ザ
ー
ク

ラ
ス
」
が
あ
り
、
日
本
か
ら
参
加
す
る
チ
ー

ム
は
い
ず
れ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。

　
東
海
大
学
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
は
今

回
、
東
レ
、
大
和
リ
ビ
ン
グ
、
裕
源
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
な
ど
の
企
業
の
協
力
の
も
と
で
新

型
車
両「Tokai Challenger

」を
開
発
し
た
。

同
車
両
は
全
長
約
５
㍍
、
幅
１
・
２
㍍
、
高

さ
１
㍍
で
、
重
さ
は
約
１
４
０
㌔
㌘
。
太
陽

光
の
み
で
時
速

㌔
㍍
の
巡
航
が
可
能
。
最

高
速
度
は
時
速
１
２
０
㌔
㍍
。
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
性
能
限
界
へ
の
挑
戦
、
走

行
安
定
性
の
確
保
、
環
境
へ
の
配
慮
の
３
つ

を
設
定
し
、
今
大
会
か
ら
選
択
が
可
能
に

な
っ
た
３
輪
タ
イ
プ
を
選
択
し
、
前
輪
２

輪
、
後
輪
１
輪
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
設
計
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
発
展
さ
せ
て
き
た
３
Ｄ
曲
面
に

よ
る
空
気
抵
抗
の
低
減
技
術
に
加
え
、
炭
素

繊
維
の
構
成
と
材
料
を
見
直
す
こ
と
で
強
度

を
維
持
し
な
が
ら
超
軽
量
な
ボ
デ
ィ
ー
と
横

風
に
強
い
走
行
安
定
性
を
実
現
。
さ
ら
に
環

境
に
も
配
慮
し
、
フ
ロ
ン
ト
イ
ン
ナ
ー
ス
パ

ッ
ツ
、
リ
ア
イ
ン
ナ
ー
ス
パ
ッ
ツ
、
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
床
面
な
ど
に
炭
素
繊
維
の
リ
サ
イ
ク

ル
材
料
を
用
い
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
向
か
う
遠
征
メ
ン
バ

ー
は
、学
生

人
、教
員
３
人
、職
員
２
人
、

特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
８
人
の
合
計

人
。
総

監
督
は
佐
川
耕
平
講
師
（
工
学
部
機
械
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
宇
都

一
朗
さ
ん
（
大
学
院
工
学
系
研
究
科
修
士
２

年
）
、
監
督
は
木
村
英
樹
教
授
（
工
学
部
機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
と
福
田
紘
大
教
授

（
工
学
部
航
空
宇
宙
学
科
）
が
務
め
る
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
４
人
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
２
人
は
学
生
が
務
め
る
。

　
そ
の
ほ
か
国
内
支
援
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、

気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
か
ら
得
た
気
象
衛
星
画

像
を
解
析
す
る
こ
と
で
雲
の
様
子
や
日
射
量

等
の
情
報
を
現
地
に
送
る
支
援
や
広
報
活
動

を
行
う
。

　
宇
都
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
「
太
陽
光
発
電

を
は
じ
め
と
す
る
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
技
術
を

発
展
の
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
と
企

業
が
共
同
開
発
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
で
世
界

に
挑
戦
し
、
２
０
２
３
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
で
タ
イ
ト

ル
獲
得
を
目
指
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
梶
尾
直
孝
部
長

（
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）
は
「
２
０
１

９
年
大
会
で
は
、
東
海
大
学
チ
ー
ム
は
欧
米

の
多
く
の
大
学
が
高
価
な
ガ
リ
ヒ
素
系
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
う
中
、
シ
リ
コ
ン
パ
ネ
ル

で
２
位
と
な
る
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
強
豪
チ
ー
ム
を
後
ろ
か
ら
１
台

１
台
抜
い
て
い
く
皆
さ
ま
の
チ
ー
ム
力
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
今
年
は
規
則
で
シ

リ
コ
ン
パ
ネ
ル
の
み
に
な
り
、
イ
コ
ー
ル
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
戦
い
と
な
り
、
さ
ら
に
熱

い
戦
い
を
見
せ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
」
と
激
励
し
た
。


